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機械が大半であるため，最終製品としてあまり目立ちは
しないが，製品機能としての高い信頼性や工業製品とし
てお客様に提供するための高い技術力がどの分野にも共
通に求められた。さらに実際にそれらが機能を発揮する
のはお客様の製品の内部やお客様の工場・フィールドで
あり，素材の使い方や二次的な加工に係るソリューショ
ン，機械装置の保全・メンテナンスや時に当社グループ
の製品とお客様の生産設備との間で生じる様々な課題を
解決するためのソリューションも必要とされた。当社グ
ループが現在保有するコア技術は，こうした言わば社会
における「実用の世界」への適用を通じて試され，育ま
れてきたのだと捉えている。
　このように当社グループが長年身を置いてきた，「実
用の世界」にも近年大きな変化が訪れ，その変化は速度
を増している。一つは「先端技術の世界」。この世界は


